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ABSTRAK 
 

Chika Ayunda Deliza. 2026. Analisis Kanal YouTube Neko Sensei Pada 

Pembelajaran Bunpou Tingkat Dasar Berdasarkan Prinsip Kognitif Multimedia. 

Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. 

Universitas Negeri Jakarta. 

 
Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui penerapan prinsip kognitif pembelajaran 

multimedia Richard Mayer pada kanal YouTube Neko Sensei dalam tiga tujuan utama, 

yaitu upaya mengurangi beban kognitif yang tidak relevan (reducing extraneous 

processing), mengelola beban kognitif inti (managing essential processing), dan 

meningkatkan proses generatif (fostering generative processing). Teori yang 

digunakan sebagai analisis dalam penelitian ini adalah Teori Kognitif Pembelajaran 

Multimedia yang dikembangkan oleh Richard Mayer. Metode penelitian yang 

digunakan adalah analisis konten (content analysis). Untuk menjaga keabsahan data, 

peneliti menerapkan teknik triangulasi penyidik dengan melibatkan enam orang 

praktisi sebagai responden, yang terdiri atas 1 orang dosen, 2 orang pengajar di sekolah 

menengan kejuruan (SMK), 2 orang pengajar di lembaga pelatihan kerja (LPK), dan 1 

ahli media. Hasil penelitian menunjukkan bahwa prinsip multimedia pada kanal 

YouTube Neko Sensei telah diterapkan secara optimal dalam upaya mengurangi beban 

kognitif yang tidak relevan dan mengelola beban kognitif inti, sehingga sangat 

direkomendasikan sebagai media ajar mandiri. Namun, kanal ini dinilai belum 

menerapkan secara optimal prinsip multimedia dalam upaya meningkatkan proses 

generatif karena penyajian materi yang masih bersifat searah dan kurang memicu 

aktivitas interaktif dari pemelajar. 

Kata Kunci : Teori Kognitif Pembelajaran Multimedia, Richard Mayer, Neko Sensei, 

Analisis Konten 
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ABSTRACT 
 

Chika Ayunda Deliza. 2026. Analysis of Neko Sensei YouTube Channel in Basic-Level 

Bunpou Learning Based on Cognitive Principles of Multimedia. Undergraduate Thesis. 

Japanese Language Education Study Program. Faculty of Languages and Arts. 

Universitas Negeri Jakarta. 

This study aims to investigate the application of Richard Mayer's cognitive principles 

of multimedia learning on the "Neko Sensei" YouTube channel, focusing on three main 

objectives: reducing extraneous processing, managing essential processing, and 

fostering generative processing. The analytical framework used in this study is the 

Cognitive Theory of Multimedia Learning developed by Richard Mayer. The research 

design employed is content analysis. To ensure data trustworthiness, the researcher 

applied investigator triangulation involving six practitioners as respondents, 

consisting of 1 university lecturer, 2 vocational high school (SMK) teachers, 2 job 

training center (LPK) instructors, and 1 media expert. The results indicate that the 

multimedia principles on the "Neko Sensei" YouTube channel have been optimally 

applied in efforts to reduce extraneous processing and manage essential processing, 

making it highly recommended as an independent learning media. However, this 

channel is considered to have not yet optimally implemented multimedia principles in 

fostering generative processing due to its one-way material presentation, which fails 

to actively stimulate interactive engagement from learners. 

Keywords: Cognitive Theory of Multimedia Learning, Richard Mayer, Neko Sensei, 

Content Analysis 
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要旨 

チカ・アユンダ・デリザ. 2026. 認知的マルチメディア原則に基づく初級日本

語文法学習における「Neko Sensei」YouTubeチャンネルの分析. 卒業論文. ジ

ャカルタ国立大学 言語芸術学部 日本語教育学科。 

本研究の目的は、YouTubeチャンネル「Neko Sensei」における Richard E. 

Mayerのマルチメディア認知理論に基づく 15の原則の適用について分析する

ことである。分析は、①不要な認知処理の軽減（Reducing Extraneous 

Processing）、②本質的認知処理の管理（Managing Essential Processing）、③

生成的認知処理の促進（Fostering Generative Processing）の三つの観点から行

った。本研究では、Richard E. Mayerのマルチメディア認知理論を分析の理論

的枠組みとして用いた。研究方法には内容分析法（Content Analysis）を採用

した。また、データの信頼性を高めるため、調査者トライアンギュレーショ

ンを実施し、大学教員 1名、職業高校（SMK）の日本語教師 2名、職業訓練

機関（LPK）の日本語教師 2名、およびメディア専門家 1名の計 6名の実務

者に評価を依頼した。 

研究の結果、「Neko Sensei」YouTubeチャンネルでは、不要な認知処理の軽

減および本質的認知処理の管理に関する原則の多くが適切に適用されている

ことが明らかになった。そのため、初級日本語文法学習の補助教材として活

用できる可能性があると考えられる。一方、生成的認知処理の促進に関する

原則については、学習者の主体的な活動を十分に促す構成になっておらず、

改善の余地があることが分かった。 

キーワード： マルチメディア認知理論、Richard E. Mayer、Neko Sensei、内容

分析 
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認知的マルチメディア原則に基づく初級日本語文法学習における「Neko 

Sensei」YouTubeチャンネルの分析 

ジャカルタ国立大学 

Chika Ayunda Deliza 

chikaayunda720@gmail.com  

概要 

 

A. 背景 

 

近年、インドネシアでは日本語を学ぶ人が増加している。しかし、日

本語はインドネシア語とは異なる文字を使用し、文法も複雑であるため、特

に初級学習者にとって習得が難しい言語である。学習内容の中でも、文法は

多くの学習者が難しいと感じる項目の一つである。学習者は文型を覚えるだ

けでなく、その意味や適切な場面での使い方も理解することが求められる。。 

 

ジャカルタ国立大学日本語教育学科の第 2学期の学生 18名を対象に予

備調査を実施した。その結果、77.8％の学生が、文法は最も難しい学習内容

であると回答した。また、94.4％の学生が、その困難を克服するために学習

動画を活用していること、さらに 88.9％の学生が、授業時間外に YouTube な

どのソーシャルメディアを利用して学習していることが明らかになった。こ

れらの結果から、学習動画は日本語を自主的に学ぶための学習メディアの一

つとして活用されていることが分かった。 

 

YouTube は、文字、音声、画像などを組み合わせて学習内容を提示で

きるため、学習者にとって理解しやすい学習メディアである。また、教室で

説明することが難しい実際の場面を視覚的に示すこともできる。しかし、多

くの学習動画が公開されている一方で、すべての動画が効果的な教材設計に

基づいて作成されているとは限らない。学習内容の提示方法が適切でない場

合、学習者の認知的負荷が増加し、学習効果が低下する可能性がある。 

 

初級日本語学習向けの YouTubeチャンネルの一つに「Neko Sensei」が

ある。このチャンネルは、実際の場面を視覚的に提示していること、イラス

トやアニメーションを活用していること、画面が見やすく不要な情報が少な

いこと、さらに動画時間が比較的短いことなどの特徴を持っている。これら
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の特徴は、Richard Mayer が提唱したマルチメディア学習理論のいくつかの原

則に関連していると考えられる。そこで、本研究では、YouTube チャンネル

「Neko Sensei」の文法学習動画を対象として、Mayer のマルチメディア原則

がどのように適用されているかを分析し、初級日本語学習における補助教材

としての有用性を明らかにすることを目的とする。 

 

B. 問題提供 

 

本研究では、以上の背景を踏まえ、以下の研究課題を設定する。 

 

1. 初級日本語学習者の不要な認知的負荷（Reducing Extraneous 

Processing）を軽減するために、YouTube チャンネル「Neko Sensei」

では、マルチメディア学習の認知原則がどのように適用されてい

るか? 

 

2. 初級日本語学習者の本質的認知的負荷（Managing Essential 

Processing）を適切に管理するために、YouTube チャンネル「Neko 

Sensei」では、マルチメディア学習の認知原則がどのように適用さ

れているか? 

 

3. 初級日本語学習者の生成的処理（Fostering Generative Processing）

を促進するために、YouTubeチャンネル「Neko Sensei」では、マル

チメディア学習の認知原則がどのように適用されているか? 

 

 

C. 研究方法  

 

本研究では、質的研究のアプローチを用い、内容分析法（Content Analysis）

によって、YouTube チャンネル「Neko Sensei」における Richard Mayer の 15

のマルチメディア認知原則の適用を分析した。研究対象は、「Minna no 

Nihongo – Grammar」プレイリストに含まれる 181本の動画である。 

 

研究データは、動画に含まれる文字、画像、音声、アニメーションなど

のマルチメディア要素である。データ収集は、15 のマルチメディア認知原則

に基づいて作成した 4 段階評価（1～4 点）のチェックリスト形式の観察シー
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トを用いた観察法と、スクリーンショットによる記録を通して行った。181

本の動画の中から、3本を研究対象として選定した。 

 

データの信頼性を高めるため、本研究では調査者トライアンギュレーシ

ョンを実施した。調査には、日本語教師 5名（大学教員 1名、LPK教師 2名、

高校教師 2 名）とメディア専門家 1 名の計 6 名が参加し、研究者と同じ観察

シートを用いて動画を評価した。 

 

データ分析には、MilesとHubermanによる対話型データ分析モデルを用い

た。分析は、データの整理（データ削減）、データの提示、結論の導出の 3

段階で行った。データの整理では、Richard E. Mayer の 15 のマルチメディア

認知原則に関係するデータを選択し、整理した。次に、分析結果を表と記述

によって示した。最後に、分析結果をもとに、「Neko Sensei」YouTube チャ

ンネルにおけるマルチメディア認知原則の適用を考察し、初級日本語学習の

補助教材としての有用性を評価した。 

 

 

D. 結果と検討  

 

研究結果から、「Neko Sensei」YouTube チャンネルの学習動画には、

Richard Mayer が提唱したマルチメディア認知原則の多くが適用されているこ

とが明らかになった。 

 

1. 不要な認知的処理（Reducing Extraneous Processing）を軽減するための

原則の適用 

研究結果から、「Neko Sensei」チャンネルの学習動画は、研究

者の観察結果および実践者の評価において、多くの項目で 4 点から 3

点の高い評価を得た。このことから、これらの原則は日本語学習内容

の提示において適切に適用されていることが明らかになった。詳細は

以下のとおりである。 

(1) コヒーレンスの原則：動画では、学習内容に関連する文字や画像

のみが使用されており、学習を妨げる装飾や背景音楽は使用され

ていない。 

(2) シグナリングの原則：文型で使用される助詞には色分けが施され

ている。 
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(3) リダンダンシーの原則：ナレーターの説明と同じ内容の長い文章

は画面に表示されていない。 

(4) 空間的近接性の原則：語彙や例文のテキストは、関連する画像の

近くに配置されている。 

(5) 時間的近接性の原則：音声による説明は、画像が表示された直後

に流されている。 

 

2. 本質的認知的処理（Managing Essential Processing）を適切に管理する

ための原則の適用 

研究結果から、セグメンテーションの原則、プレトレーニング

の原則、およびモダリティの原則は、全体として適切に適用されてい

ることが明らかになった。「Neko Sensei」チャンネルの学習動画は、

複雑な学習内容を学習者にとって理解しやすい形で提示している。ま

た、実践者による評価でも、多くの項目で 4 点から 3 点の高い評価が

得られた。一方、一部の項目では 2 点と評価した実践者もいた。これ

ら三つの原則の適用については、以下のとおりである。 

(1) セグメンテーションの原則：学習内容は文型ごとに短い動画に分

けて構成されている。 

(2) プレトレーニングの原則：多くの動画では、文法の説明に入る前

に語彙や基本的な概念を紹介している。しかし、一部の動画では、

最初に例文を提示し、その後で語彙を紹介している。 

(3) モダリティの原則：画像は文字による説明ではなく、ナレーショ

ンによって説明されている。 

 

3. 生成的処理（Fostering Generative Processing）を促進するための原則の

適用 

研究結果から、マルチメディアの原則、パーソナライゼーショ

ンの原則、音声の原則、画像の原則、エンボディメントの原則、イマ

ージョンの原則、および生成的処理の原則の適用には、それぞれ違い

が見られた。各原則の適用については、以下のとおりである。 

(1) マルチメディアの原則：動画では、言葉、画像、音声を組み合わせて学

習内容を提示している。 

(2) パーソナライゼーションの原則：初心者向けの分かりやすい話し

方が用いられているが、視聴者とのやり取りはあまり見られな

い。 
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(3) 音声の原則：ナレーターは人の声を使用しており、発音も聞き取

りやすい。しかし、イントネーションがやや単調であるため、話

し方が硬く感じられる。 

(4) 画像の原則：教師の顔を表示しないことで、学習者が文法の学習

内容に集中できるようにしている。 

(5) エンボディメントの原則：教師のアニメーションキャラクター

は、教材を説明する際に表情や身振りを用いていないため、この

原則は適用されていない。 

(6) イマージョンの原則：動画では、バーチャルリアリティ（VR）な

どの没入型学習技術は使用されていない。しかし、それによって

学習教材としての質が低いということではない。 

(7) 生成的活動の原則：練習問題（れんしゅう）は用意されている

が、動画を一時停止するような指示がなく、解答も早く表示され

るため、学習者の主体的な思考を十分に促すことができていな

い。 

 

E. 結論  

 

以上の結果から、「Neko Sensei」YouTubeチャンネルでは、Richard Mayer

のマルチメディア認知原則の多くが適切に適用されており、初級日本語文法

学習を支援する教材として活用できる可能性があることが明らかになった。

しかし、エンボディメントの原則、パーソナライゼーションの原則、生成的

活動の原則など、一部の原則については、さらに改善する必要がある。また、

これらの原則だけを基準として、初級学習者のための学習教材を選ぶことは

できない。学習教材を選ぶ際には、学習者の興味や学習ニーズ、学習状況な

ども考慮する必要がある。  


